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トニ・モリスン(1931‐2019)は 1993 年にノーベル文学賞を受賞したアメリカ人です。

30 年以上も前に彼女の活躍は世界に知られていたのに、私は全く知りませんでした。

今回、彼女の処女作『青い目が欲しい』（1970 年）、『ソロモンの歌』（1977 年）、『ビラヴ

ド』（1988 年）を読み、衝撃を受けました。モリスンはオハイオ州で生まれ、ハワード大

学、コーネル大学で学び、大学で教鞭をとり、その後、出版社で編集者となり、作家と

なりました。彼女はアフリカ文学の紹介から始まり、黒人文学への道筋を作ったと評価 

されています。彼女の両親は南部の出身の労働者で、黒人差別、貧困、暴力、迫害の中を生き延びましたが、

彼女に伝統的なアフリカ系アメリカ人の民話や怪談を語り、歌を歌ってくれました。それが、彼女に伝統と言

語の感覚を植え付けたといわれています。モリスンはアメリカの奴隷制の時代から、南北戦争後の奴隷解放か

ら今に続くまで、アフリカから奴隷として連れてこられた人々の苦々しい現実と、白人の非人間的な残酷さを

下敷きにしながら、黒人が持っている柔らかい感性と感覚を、忍耐強い控えめな愛情を、しなやかで頑健な肉

体を、不思議としか思えないような物語の中で描きました。登場人物の歌うような語り口で、次々とストーリ

ーが展開され、悲しくも、愛情深い姿を描き出しています。  

『ビラヴド（最も愛しい者）』は非現実的な物語ですが、愛する子を自分と同じような奴隷にはしたくなかっ

た母が子どもを手にかけてしまったという事件が背景にあります。悲劇とおぞましさが根底にあるのに、皆が

その苦しみと悲しみの涙をこらえて、分かち合っている世界を幻想的に描いています。ノーベル文学賞、全米

批評家協会賞、ピューリッツァー賞を受賞しています。「公民権運動」でアメリカの人種差別を知っているつ

もりでしたが、差別のトラウマを抱える親の姿を知るモリスンの筆から、アフリカ系アメリカ人は尊厳を奪わ

れた過去の歴史があることを、余すところなく知らされ、胸が痛みます。 

 

 エリカ・ジョング（1942‐）は裕福な東欧系ユダヤ人の両親のもとにニューヨーク

で生まれ、コロンビア大学で学んだ詩人、小説家です。彼女の処女作『飛ぶのが怖

い』（1973 年）は、自伝的小説と言われています。良家の子女である主人公が、結婚

し、女の、体、生理、性器、性欲、性交を、アメリカでは卑猥であるとして使用禁止

的な俗語を駆使して描写したことで、大評判となり、世界的なベストセラーになり

ました。ウーマンリブ時代に、「飛んでる女」という言葉がありましたが、それはジ

ョングのこの小説から派生したと言われています。かなりの長編です。 

モリスンと同時代に活躍していますが、10 年の年齢差、出自、人種、文化の違いのためか、全く異なるア

メリカ人の世界を描き出しています。与えられた豊かな知的環境、生活スタイルはスノッブ、地位、ユダヤ人

として受けた傷、金髪碧眼という容貌、生来の超自意識過剰性、そして、時代的に実存主義、女性解放運動、

また、アメリカの圧倒的富の格差などが、ぐるぐると背景となり、渦となって、主人公を巻き込んでいきます。

主人公は、自分の心と体が夫と共感しあって、愛し、愛される完全な形を求めて行きます。女と男が「体」と

「心」で、同時に、「一心同体」になることを夢見て、突き進みます。それはうまく行きませんでした。男た

ちとの赤裸々なやり取りに対し、ジョングの反応、感受性、評価、対処が、博学な文芸の知識の寸評と共に、

鋭く、皮肉っぽく、ユーモラスで、同時に、露骨で、品位を欠くと思われる表現で書かれています。 

50 年以上も前に、欲望のままにセックスを求める女性の姿を描いたことを、今、知って、衝撃を受けまし

た。確かにウーマンリブは「女」の「性」の解放でもあり、女が自分の体の主人公として自分の感性、感覚、

恣意に忠実に生きることが出来なければなりません。いまだに「性」はオープンにはなり難いと感じています

が、ジョングはそれにトライし、共感を呼んで、国連文学優秀賞、海外の文学賞をいくつか受賞しています。 


